

















Nr. 1 Der Froschkonig oder der eiserne Heinrich; 4. Marchen von einem， 
der auszog， das Furchten zu lernen ; 9. Die zwolf Bruder; 11. Bruderchen 
und Schwesterchen; 12. Rapunzel; 15. Die sieben Raben; 49. Die sechs 
Schwane; 50. Dornroschen; 60. Die zwei Bruder; 62. Die Bienenkりnigin;
85. Die Goldkinder; 88. Der singende springende Loweneckerchen; 92. Der 
Konig vom goldenen Berg; 93. Die Rabe ; 97. Das Wasser des Lebens; 99. 
Der Geist im Glas; 106. Der arme Mullerbursch und das Katzchen ; 108. Hans 
mein Igel ; 111. Der gelernte Jager ; 121. Der Konigssohn， der sich vor nichts 
furchtet; 123. Die Alte im Walde; 127. Der Eisenofen これには二件の呪いが
ある;133. Die zertanzten Schuhe; 135. Die weiβe und die schwarze Brautこ
れには三件の呪いがある ;136. Der Eisenhans; 144. Das Eselein; 161. Schnee-
weiβchen und Rosenrot; 163. Der glaserne Sarg; 169. Das Waldhaus; 193. 







1) Kinder-und Hausmarchen， Gesammelt durch die Bruder Grimm， hrsg 
von Friedrich von der Leyen 1942以下 KHMと略す。
2 
姿の人間への変身3件 (Nr.136，169，193)。動物へが 14件 (Nr.1，9，11，25，49，88， 
92，93，99，106，127，135，144，161)。石化 3件 (Nr.60，62，85)。動物になったり木にな
ったりするのが 1件 (Nr.123) 0 verwunschene PrinzeβIIIとだけあるのが 1件 (Nr.97)。
次に変身ではなく限りにおとすもの 3件 (Nr.50， 111， 163)。顔を尽くしたり限をくもら





かに 5件 (Nr.127，135. これに 2件ある， 99，133.)で，主人公 29件である。 しかも





























































































































して 14 件 (~r. 1 ， 11 ， 25 ， 49， 88， 92， 93 ， 99 ， 106， 108， 127 これには 2 件の呪いがあるが
そのうちの，王子が蛙になるばあい，135， 144， 161)ある。その他，身体一部の変化や
務の中への閉じこめなどではもちろん言葉は通じており， (~r， 4，12，121，127，133，135 
これには2件ある，136，169，193，197)総じて 25件に言葉の交流がある。交流のない 9
































告げるばあいもある。このグループに属するものは 8 件 (~r， 4，9，49，62，92，106，121， 
193)あるが， いずれも明確に課題が与えられ， それにむかつて積極的窓志をもって進
むのが特徴であり，物語としての興味は，その積極的意志をもった人がいかにして目的
をはたすかにある。それゆえその課題は，三晩責苦にあっても声をださない (~r. 92) 
などの困難なものばかりであり，それを遂行するのは肉親とか特に志願した者である。

















ば，解放は成就されるのである。その他このグループに属するもの 5件 (Nr.108，123， 
135，144，169)で‘ある。悪意からではないが 169番では末娘の親切なおこないが救いを
もたらして，いわゆる末子成功認となっている。これらのばあいの主たる興味は，何も
知らない人が何も知らないまま行動して突然解放を成就する点、にあったのであろう。そ
してその条件は第一のグループとは逆で，なんら特別な行為ではない，ごくあたりまえ
な行為なのである。
さて以上の三分類のrこにもいれることのできないものもある。 50番 Domrりschen
で，救い手となる若者は，たまたま彼女のことを聞いて，美しいその人を見たさに茨の
中に入って行く。そして幸運にも，眠っている彼女を発見してあまりの美くしさに口
づけをすると彼女は限をさまし，救われるのであるが，その日はまさしく 100年がすぎ
さった日でらったと密かれているので，口づけがなくとも限をきましたのかもしれない
が，それほど論理的に確実に整理されていないのは昔話らしいところであろう。とにか
く彼がある老人から聞いたことは，美くしい王女が茨の中の城で眠っているという伝説
であって，救うための条件ではなかった。この例はさきにあげた第二と第三のグノレープ
にまたがっているようである。
さて以上でだいたいのことはっきるが，呪いぜんたいについて少し補ってみる。まず
主人公と彼岸者との聞の呪ったり呪われたりする関係を整理すると，彼岸的存在は呪い
をかけるだけで、あって，呪われること，人を呪いから救うこと，自分が救われることな
どはない。それに対して主人公には呪われる，救出する，救出されるの三つのばあいが可
能であり，呪うことは決してない。しかし呪いをかける主体は彼岸的存在とは限らず，
主人公以外ならば， つまり父や母， 妹など~きらかに人間界に属する人物が知らずして
呪いをかけることがある。そして人聞に呪われたばあいにも，とにかくいったん呪われ
てしまうと彼岸者に呪われたばあいとまったく同じ結果となり，その解放のための苦労
も同じ苦労が要求される。 一般に，いったん呪われると一定の時聞が経過するあいだ，
救い手となる人物または呪われた者自身が解放のために活動するわけであるが，そのば
あい活動するのは両者のうちのどちらかのみであって，両者とも動きまわることはない
し，両者とも動かずにただひたすら時間の経過を待つということもない。また解放のた
8 
めに諸人物がいかに努力しても，あるいは肉親や花嫁がいかに心を新めても，ある一定
の時間が経過しなければ解放されることはない。しかも経過すべきその時間とは，さき
にまま母請を例として指摘したごとく註3入 実は主人公の周囲においてのみはたらいて
いるものであって，主人公そのものは時間の流れの外にあってその影響を受けていない
のである。たとえばそれは 1∞ 年間の限りにおちた茨姫をみればあきらかであろう。
時間のみではなく ，呪いそのものの効力も，じつは呪われた者の内的なものへはいさ
さかも影響を及ぼしていない。姿を変えられ，あるいは地理的遠隔の地に移され，一定
期間隔離されはするが，呪いから救われれば以前とまったく同じ姿，同じ人物，しかも
呪われた時と同じ年令にもどるので・ある。そして周簡の人々もそれを不思議とは思って
いない。茨販が限りにおちたとき城ぜんたいも眠りにおちるが，王女が|良をさますと，
かまどの火は燃えはじめ，壁の蝿は動きだすというぐあいである。
また救いに行って失敗した人もいるわけだが，それらについては全然ふれないか，ご
く簡単に数語をもってふれる程度である。そして，かくのごとく不思議な呪いと解放の
昔話ではあるが，救い手は，呪われている者の居る場所へ地理的に到達しなければ救う
ことはできないのである。遠隔の地から神通力ごときものでということは決してない。
そしてその呪われている者も，救い手の属する人間界と，精神的にも地理的にもじつは
同ーの平面に立っているのである。それを口承文芸としての昔話の筋の運びかたからみ
れば，同時に二場面を聞き手たちの限前に話して描きだすことは，話のエネルギーを分
散させ，聞き手の注意力を弱め，したがって物語として耳から訴える力が弱くなるの
で，そうした伝承様式からくる制約もはたらいていたと考えられるのである剖〉。
(本稿は日本独文学会 1958年度秋季研究発表会一一北海道大学ーーにおいて発表し
た原稿に加筆訂正したものである。)
3) “グリムまま母諸における時間と空間";r文化J23巻4号 1960東北大学所載。
4) “まま母話における主人公と請の筋勺「東北薬科大学紀要」第7号 1960所載。
